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＜連絡事項＞
・WIZ掲示板に令和元年度職員1泊旅行のお知らせが掲示されています。各自確認をお願い致します。

何か不明な点がございましたら、お近くの法人行事運営委員会までお問い合わせ下さい。

法人行事運営委員会
・電話代を私物発注伝票へ記載してもらう際には、対応したスタッフのサインを必ずお願いします。
＜患者様連絡事項＞
・古里　長太郎様～排便-7日目。主治医不在の為、金Drへ報告し、ケンエーG浣腸6ml　1本処方・施行の指示。又、14:00より38.6℃の発熱あり、クーリング施行するも15:00体温38.6℃の発熱継続。金Drへ報告し発熱時のIFオーダー追加(発熱時カロナール(200)2T)して頂いている。
・長谷部　玲子様～14:30療養環境変更目的にて東Cユニット6号室→南Aユニット116号室へ転出となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。妄想様の言動や不穏さ無く、他者と交流する様子みられている。スタッフへも映画の話をされたりと対応穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放前はドア蹴りあり。ホールにて他者と共に書き物をされたり、時折奇声を出して走り回る事あり。他者の手を掴んで書かせようとする行為や、距離感が近く怒鳴られる事あり、見守り要している。帰室後は断続的にドア蹴りあり。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・野田　裕樹様～終日隔離中。10時～16時の開放観察実施。時折、壁を蹴る様子みられており、粗暴行為や、蹴る行為がある場合は、帰室してもらう必要がある事説明するも、小刻みに壁を蹴る様子は続いている。他者とのトラブルはない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。拘束部位の循環障害はなし。水様便継続中のため経管栄養の滴下速度調整し様子を観察中。仙骨部位の褥瘡から出血（+）、浸出液あるが悪臭なく、肉芽形成見られている。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。危険行動や妄想発言なく穏やかに過されている。
＜要注目患者情報＞
・阿部　わかえ様～食事摂取できている。疎通改善見られ、日課を行えている。悲観的言動なく、表情も良い。
・藤井　孝蔵様～妄想様の言動なくスタッフ対応穏やか。自排尿あるが、膿汁はない。
・三浦　美幸様～余暇はホールでテレビを鑑賞されている。話しかけに対し、ニヤつきあるが、対面時穏やか。
・高橋　末吉様～痰鳴著明にあり都度吸引施行している。バイタルサインの異常なし。
　　　　　　　　声掛けに頷きある。

・古里　長太郎様～指示の点滴24時間で継続中。体温36.5℃～38.6℃と熱発あるが血圧、脈拍、酸素飽和度に異常なく、クーリング実施し様子観察中。仙骨部の褥瘡は深さがあり、黒色壊死部から悪臭がある状態である。ポケット周囲は肉芽形成あり。
＜入院患者様情報＞
日　　時：令和元年5月27日　12:30　

氏　　名：飯岡　未来様

生年月日：昭和59年9月1日　34歳

病　　名：統合失調感情障害

性　　別：女性

主治医　：金Dr

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Aユニット14号室

(経過）

　H16年(19歳)頃に抑うつ状態が出現したことから、東京女子医大に通院を開始し、時折、抑うつ状態となる事もあった。H30.4.7突然躁転化し、易興奮、多弁状態となり、突然裸足で自宅から出て行く奇異行動が見られていた。同年4.20、砂糖を一気に食べる等の行動も

見られ、多弁多動、気分高揚、疎通の不良さなどが見られたことから、大高病院を受診するも精神科病院での入院治療が必要と判断され、成仁病院へ同日入院(医療保護入院)。同年7.5自宅へ退院。退院後は成仁医院へ転医となり往診と訪問看護導入、リスパダールコンスタ皮下注射(1回/2週)の使用を開始。母親の病識が低く、内服薬を殆ど服薬させない状態で一亜昏迷状態となった為、連日看護師が訪問し、リスペリドンを服薬させ、状態は改善。その後もベッド上で終日過ごす状態であったことから、抑うつ状態との判断にて薬剤調整を開始していた。成仁医院での最終往診日とデポ剤施行日は3.28(木)。H31.4.8に八戸市へ引越し、母親の両親と母親と本人の4人暮らしとなっている。引っ越し後、同年4.17より訪問看護ステーション五福を利用。4.26往診時より妊娠妄想が悪化しており、服薬を拒むようになっている。内服も殆ど行えていない。母親も積極的に服薬させていない様子。食事も徐々に摂取量の低下見られており、5.23の往診時には亜昏迷状態であった。R1.5.27当院受診。母親の話しによると木曜日の診察後、一時的に会話できる状態となったが先週末より再び疎通のとれない状態へ戻ったとの事。家では食事や睡眠も十分に摂れていたとは言い難く今回母親の希望もあり受診に至った。診察中も突然立ち上がり室内を徘徊する様子が見受けられた。呼びかけに対しては頷いて意志表示をすることはできたが言語化できず。服薬コンプラインアンスも安定せず、在宅での治療には限界がきているため、同日12:30東病棟Aユニット14号室へ医療保護入院となる。
【備考】
・業者洗濯
・明日祖母と来院された際に持参薬を持ってくるとの事。
・入院前より食事摂取量低下あり、入院後に採血の指示と点滴2本処方・施行の指示あり。

